
芋 余 .iLl.車

汗亘 車･高圧
信窟都 窪緒 院き

対象は適意浸鞭年間における破裂脳動脈癖によるSA貰夏
記l粧11'-㍗,..た症凍;.i侶十十､立∵､(;T･こILlt_L､1,i-)11~､】;'う.-ミ

(;.ド.I'.i)言･･′子_~十･:■17.(_1)､i;～.tミ.L'tir町ニト

十,(汗こ1心 rl/､11言し遇.･1%.I-II)黒1町.,十齢1:TIF];~'~

言11言仰代:ltl･号,｣汗丁Llい,TnlU-_-言悪日;0し､.二臥-f∴,}∴

P十mはそれぞれ7軋扇,66.7%と太叢なく若年層より

ト1.i..I:棋机i;i1:L-;目上fi_.l仁 ＼rL＼:＼Ll.汁-しすI':＼言′し別

守-:工二71∴-II･守 l;■鳥!{7.(1.-liz.;与､50.().7.5.0L'しい紬Jっ

政経合併症では出血量の他をこ部位が関係し芦濫u6中7

.~ト ,i.･I:T･り‖1証 t州Ith..r'･11二川粟的J?'･tや言良好†∴

hいrllit･iti日日hH'Il,A;･･示ぎ∵一丁し∵亘･l､言上甘

蛋症例に対する急性願手術の･消極的方針をと-二,た8約三

3月以前と横棒的方針をと-｡た以後を比較すると予蚤症

上之原広鋸 雛 健棒儲 漂買欝院湧

fjl･珊irr..3牛l侶行い∴､昭和甘卜机上と∵:11､､1叫闘∴ 直

立酒田病院をこÅ院した惑5才最北の高魯者破裂脳動脈癖は

%にあたり芦その割合は非常をこ高かったb叉男性29例,

女性8趨例と女性が著しく多かった七高令老破裂脳動脈痛

症r町'､酌宜坪工率しこ封.IOo･･､(i.:描;未満:3〔1.30(､仁!二高

蛋,叉高魯者の脳動脈痛直接手術率は5686%(65才未

満:鋸.6%)と約半数であった･高車著の手術成績はァ

r.･勅勘二率1(I.0% .tう5･f■未満二T.1Llo†｣損な不日ミ復帰

･率榊.(1｡(､ilう吊;転誹i:ti(i.(3(-o～Lp(..H:上溝ハモ㍗卜省三_

トだ言廿十二や､仁 l廿∴J).今塞.増軒卜工..L∵主T･

想される商尊者殿脳動脈癖をこついてはき老人に特有な肺

炎を初めとする穫櫓の変身合併症をこ十分注意すれば,若

年者と同様に寮鮪を原則とする治療を着京懲べき確bのと思

われたので報暫したI

1)lこi

A--慧射 クモ膜下注目厩の消晶と症候性脳敵驚
撃僻と銅関連

東熊 棚 減 塞 網 を義孝誓書縫 置き岩-剰 隆

症候性脳血管轡縮(轡願うの発生繋鏑として雷白鷹濁蹄

の血腫存続および髄液との隔絶を考えているが,轡縮発

生後の脳虚血舶来の経過称予後予血管撮影上の轡齢程度,
LIrllf了､付･里心Ti:LI.け＼:し'欄刷 rr∴(lTま∵-､7こ･r畑.､

脳樽の高吸収域胴扮)評価によるスコアとの相関を,m巧

導Å以後の症陳性轡縮症例を対象をこ暁討した.クーrC膜下

血膝蓋は初期畳のみならず格に第膵痛田まで瑚消過速度

が予後と良く相関したも血管写上の轡綿の程度は,軽度

のものでは改善例が予極めて強度のものでは死亡例が大

多数を占めるが苧車等度′-ノ強度のものでは改善例と園定

例が混在した中fmAは改善例でほか-･中型が多く,固

定-ノ死亡例では大型のものが多数をにらめたが予さらに血
管写上の轡齢との相関をみると,改善例では中等度-倭

麗の轡齢でも貰諸泊 が小型-ノ中型が勢い翻こ対し,閲

定例では同様の轡縮程度でも太型が教数を£一度漉きこの望

群では血管写上の轡齢と経過曲予徽 梗塞巣の観閲が必

ずしも確聞せず∴全体的ス=プア-の鶴g/こ局所的｣翫管周囲
環境の影響が考え㌍凍fJq.

かこよる脳血管撃齢が)診断
.棉(lifLlr･了と量卜工し悩血,T';r;i早吊J∴∴-
比較

水野
波地石

摘県立脳血管

神津外科p

管轡縮 澤S)の学期診断に関Lその臨床的有用性を確

認したので報告する,対象は,破裂脳動脈聴且3例 沼だA

･1例,llL':＼二日町 :～(.いmlLll町 t与.･＼IfL町.墨汁Ll削,

女性9例,年齢は36-78歳き平均55雷蔵である｡戯統

計瓢は,ゆ嘉脳動脈凍軍都の平均血流速度 を欝Vきおよ

L'./I.こ､Lq1)illr･1収縮期 粧rLjiJ服･主情掴占汁巨 十照削､i,ド::

弟吊Ib目上HllJ'1帖j=∴卜′/再巨潤樟!.!二,上J･-_11ミ･ミ＼.I

静注法による崩血流慶は脳血管轡齢殿後期絹後に,脳血

骨糧!;畑.:I.rtl,丁･-1佃ヰ=;L'-汗･仁 1紳いい1二伸:ーt柚f眉T'/i.

卜＼ナLq(卜項E昌i,3t刊十.小鳥守成噂工r_一言里･l病廿かi､言出-1

満目iLTh上i)･混トトご~､ド＼l･/1卜i17t舛ト1と日日11St,(tl

巨上こ,ドlqi)ltLTl伏卜十認､､'､,._-■.～;∴;∴-敦TLvこ:LlM/

値の低下を認めた,糖に症陳性VSを星した5例 (謁も5



21･l 新潟医学会雑誌 第且03巻 第3号 平成元隼男爵

I-､L､J'~言1け卜はlL.tn付く.ivき畑十二ド＼ーハト㌧十村.Ild伏

､守朽立戊

奉免保悪習遷嶺順 -職 転義態を琵器差欝欄 院∋躯 腰展

しチモの着東経を対照例と比較した甲

対象魯方法:我 は々}急性期破裂脳動脈療患者に,降圧

一~~･~~パ1.･'.-,.･:_/1申.T;IlUJ日､∴ ′し樟i十'､:liこ酢Jh.II長Ⅰ(

(;r;lL】t､ll.rl卜∴ ;'毒∴I/i晶,rLr~'Ll'I1-gr.･t(1t､コ.:ミ'∴

Lた｡-霧声同様伊)療件を満たす守一をれ息､摘fの連続する

言.I:iJJj!L言7r＼i-川.T･,い川トト＼.∴FIJlト再刊･′:L潮,トト L

＼■.l乙パttT上∴ 巨..‖∴∴lL1{､こ章畑享､ト.1封町 l上;it十

i･一汗!酢町 ,】･71申.(1T上 IllU倒圭ぺ′1･,j二㌦}-hi.LtL､

tl､辛目.li･:i.軽uip辛 ..̀･.す吉論二(Tll＼パ上付付則吋汗甘i･

与は7急性期破裂脳動脈感患者のVS発生をこ対して,

予防効巣があると思われるB今後更に症例を塵絶て,換
言仁~_･,+∴､ゞノ}･_∴

A-一望7)脳血管轡僻に対するタモ膿下腔内塩酸
･＼.･＼ベ≡工･･･留浴し∴､塁雄

蕊禁 書蔑;慧悪 妻慧儲 琵豪語院う

破裂脳動脈感をこよる脳血管轡齢に対せる塩酸パパベリ

ソ履所塗布の予防効果及び治療効果を検討したG方法:

職工ll目端.r';t症:ミ目上早言廿日粧す~~-1冊垢Jr町丹十 L十枚

(郁rT～::膜卜粧し'用iと細枠.畑寺,血で辛槻J侶_rl,塩酸･､･､-＼

十 (LlL't,.･10mg-3/合工･･軸日日/.t､I′U--1川瑠Ltly;上甑

･･＼･､粧し二･l桝､IJ∴L.投f]仁て∴･上し､粧,:i:(L川llrUl粧

∈班例)としてヲ症候性叩級Sm及び転帰を比較検討L
上.

千(I.1･いul)ln rVこ71症甘二言症候性叩こ1ドInは｡川1tn'1

]臣'.-川1㌦iリ1.p)(-三上 i鳥.＼･＼肝~･':二三机.･､11岬畑∴牛i

たq症候性sp級5m的梨現した症例釣転帰であるが宇野00㌢
.十､･LIL.:i()∴(､日日けt)l侶'･什一日-'il巨甘塩 1.､器ト:て:.i()

いり㌔1,5[町 '∴f;､.･>一瓢Hjl=:'!川口､腔し1~､血伸べ㌦j凍.

脳ぬ管轡断線硬さ症状発現を減少澄せチき緋こ転帰もm-

flけいl畑~_i･L峠†∵Ll'i汀r:辛 :).

八 L'針 鯨軌桐射て汗･･∴ lIHl

伊藤 覚塗砂飛騨 -小利
野柑三起太地斉藤 久嘉藍基質鴇 挺坤∋

緒 憲吐 血 博康を諾志願 綴 筆譲

脳動静脈奇形のM民意診断をこ関する報暫は既をこなさ

れているが方奪回我 は々漫3例翻脳動静脈菟形の症例を経

検討確IJF青い,若辛齢文献的考察叡あわせて報菖する.渡

十.軌細匪･.‖-黒理∴硯~こ高亘も.; ∴r一七＼Ilミ巨畑Li.･

j.-if一拙∴ り廿日･‖ン･｣.畑j巨日工 :欄1∴∴1二三歳 r)(吊こ∴

りM挽首施行愛での期間は,発症喜護語例菅望カノ月以内

発症形式では 勅勘6例予をテいれん後胤 頭痛2例7局

所神経症状護例であった.

I:∴t1日いい.三日∴こ･.十l>｢･J.I.｣日,チ.三･.:i.＼l眉∴ll二!両像f･.

柚削rLr言汗宮鮎一日Hl'h両州Pit.1･ノ.:;十十′_∴しく‖ンu∴
▲.~鰐､.十.

:㌔ iZ針 小脳半I::iiこIrlLT'-i.･＼＼PへlL-.･l否駆回
中黒 ;守十
桜本 露
瀧川 破きを嘉若菜慧窪藍三菱警認 脚 科)
醤坂 和男 (&海道東学放射線科)
阿部 弘 (北海道大学脳神経外科j

患者は霊魂才女予.昭和宿望隼嬉月旦8日窯熱の頭痛ア畷吐声

引き続き意識障害が出現しノ軍緊急入院もÅ院複号除脳硬

直姿勢∴敬譲済--･望潮亨眼綻庶中位固定や病的反射汗)

を認めたACTスキャ調こて,左小脳半球かiA-J小脳虫部

半球廿'11.･lt･gt､.p＼＼~＼T/､叫症十詰＼㍉}-_.救命ハ!-̂一~-,

は順調で,小脇紫溝が残存した≠

AVM金摘手酌ををヨ約としてサまず九二㌢二塞栓衡(節食


	103(3)_207-242 7
	103(3)_207-242 8



